
黴
雨
の
候

宮
崎
県
防
衛
協
会

青
年
部
会

宮
崎
支
部
会
員
諸
兄
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
福
の
段

大
慶
至
極
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
当
支
部
運
営
に
際
し
て
特
段
の
ご
高
配
を
賜
り
、
深
甚
な
る
敬
意

を
表
す
と
共
に
、
倍
旧
の
ご
支
援
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
Ｇ
Ｗ
真

っ
最
中
の
五
月
三
日
、
都
城
駐
屯
地
に
て
高
等
工
科
学
校
宮
崎
県
育
成
会

総
会
が
今
年
入
校
し
た
五
十
九
期
生
徒
等
も
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
終
了
後
駐
屯
地
内
の

「郷
土
館
」
を
見
学

・
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の

「郷
土
館
」
は
明
治
四
十
三
年
に
移
駐
し
た

「歩
兵
六
十
四
連
隊
本
部
跡
」
で
、

更
に
大
正
十
四
年
か
ら

歩
兵
二
十
三
連
隊

が
同
じ
く
連
隊
本
部
を
置
い
た
よ
う
で
す

「

」

。

戦
後
は

一
時
県
立
都
島
高
校
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
警
察
予
備

隊
発
足
後
、
翌
二
十
六
年
八
月
鹿
屋
市
か
ら
第
十
二
普
通
科
連
隊
第
二
大
隊
が
移
駐
し
、

大
隊
本
部
と
し
て
使
用
さ
れ
た
歴
史
的
建
造
物
と
の
事
で
し
た
。

私
も
初
め
て
入
館
し
そ
の
収
蔵
品
の
多
様
さ
に
驚
か
さ
れ
、
平
塚
館
長
の
軽
妙
洒
脱
な

ご
説
明
を
お
聞
き
し
乍
ら
、
百
年
の
歴
史
の
重
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

五
日
は

「髭
の
隊
長

・
佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
」
が
、
隊
友
会
主
催
の
講
演
会
で
来
宮

さ
れ
、
元
自
衛
官
そ
し
て
現
防
衛
大
臣
政
務
官
な
ら
で
は
の
秘
話
を
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

六
年
前
に
初
当
選
し
た
佐
藤
議
員
も
、
七
月
二
十

一
日
予
定
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て

全
国
を
飛
び
回
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
高
順
位
で
再
選
出
来
る
よ
う
同
封
の
ポ
ス
タ
ー
や

名
刺
広
告
等
を
活
用
さ
れ
て

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

、

。

ま
た
十
九
日
は
小
雨
の
中

え
び
の
駐
屯
地
創
立
三
十

一
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

、

、

陸
曹
候
補
生
が
指
揮
す
る
今
春

入
隊
の
自
衛
官
候
補
生
の
執
銃
時
に
於
け
る
基
本
動
作
に

感

心
し
、
模
擬
戦
で
炸
裂
す
る
七
四
式
戦
車
や
Ｆ
Ｈ
七
〇
の
轟
音
を
堪
能
し
た
処
で
す
。

と
こ
ろ
で
三
十
日
、
自
民
党
国
防
部
会

・
安
全
保
障
調
査
会
は
政
府
が
年
内
に
定
め
る

「防
衛
計
画
の
大
綱
」
に
対
す
る
提
言
を
了
承
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年

民
主
党
政
権
下
の

大
綱

を
見
直
し
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や

、

「

」

、

自
衛
隊
の
海
兵
隊
的
機
能
の
付
与
、
そ
し
て
陸
自
の
指
揮
系
統

一
元
化
の
た
め
陸
上
総
隊

の
創
設
等
を
盛
り
込
ん
で
、
防
衛
省
が
今
月
末
に
出
す

「中
間
取
り
ま
と
め
」

へ
の
反
映

を
意
図
し
て
お
り
、
近
く
安
倍
首
相
に
提
出
さ
れ
る
模
様
で
す
。

具
体
的
に
は
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
を
受
け
る
前
に
、
自
衛
の
た
め
対
象
国
の
基
地
等
を

攻
撃
す
る

「敵
地
攻
撃
能
力
」
の
保
持
に
関
し
て
は

「我
が
国
独
自
の
打
撃
力
の
保
持
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
し
、
速
や
か
に
結
論
を
得
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

又
中
国
の
海
洋
進
出
を
睨
み
、
島
嶼
防
衛
策
に
関
し
て
垂
直
離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
を

装
備
し
た
水
陸
両
用
部
隊
を
新
設
し
占
拠
さ
れ
た
島
の
奪
還
の
為
、
陸
海
空
三
自
衛
隊
が

一
体
と
な

っ
た
海
兵
隊
的
機
能
を
持
つ
事
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

連
日
の
如
く
領
海
侵
犯
を
繰
り
返
す
中
国
艦
船
や
、
核
や
ミ
サ
イ
ル
等
で
恫
喝
外
交
を

続
け
る
北
朝
鮮

自
国
の
歴
史
を
検
証
す
る
事
無
く
我
が
国
の
歴
史
の
歪
曲
を
迫
る
韓
国

、

。

戦
中
日
本
兵
の
月
給
が
十
円
前
後
の
当
時

ソ
ウ
ル
の
新
聞
に

慰
安
婦
至
急
大
募
集

、

「

、

月
収
三
百
円
以
上

の
求
人
広
告
が
幾

つ
も
掲
載
さ
れ
た
事
実
を
つ
ぶ
さ
に
賢
察
す
れ
ば

」

、

橋
下
発
言
の
要
旨
は
誤

っ
て
い
な
い
と
云
う
事
に
誰
し
も
気
付
き
そ
う
な
も
の
で
す
が
？

「愚
者
は
成
功
に
学
び
、
賢
者
は
失
敗
か
ら
学
ぶ
」
そ
う
で
す
が
、
我
々
日
本
人
は
敗
戦

と
云
う

「最
大
の
失
敗
」
か
ら

一
体
何
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
改
め
て
憲
法
前
文

を
読
み
返
し
乍
ら

複
雑
な
思
い
に
囚
わ
れ
る
の
は
私

一
人
で
は
無
い
と
信
じ
て
い
ま
す

、

。

結
び
に
、
祖
国
の
彌
栄
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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